
市民公開講座

高次脳機能障害の
リハビリテーション

ー脳損傷後の後遺症と向き合うー
講師：橋本 圭司 先生

錦海リハビリテーション病院 副病院長
昭和医科大学藤が丘ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院客員教授

参加費:無料 どなたでも参加可能（申し込み不要）

鳥取県失語症者向け意思疎通支援事業

失語症とは
失語症は脳卒中などによって生じる「ことば」
の障がいで、話すこと、聴くこと、読むこと、

書くことが困難になります。これらの障がいに
より、失語症の方は他者との会話、買い物、交
通機関の利用など「ことばを使用する日常生活

のほぼすべての場面」で困難さに直面します。
知らない外国に旅行に行った時のような感覚を
イメージすると分かりやすいかもしれません。

失語症者向け意思疎通支援者
養成研修とは？
失語症に対する知識や失語症の方とのコミュニ

ケーションの取り方などを座学や実際に失語症

の方々と接することで基礎から学びます。

この研修を通じて、言語的な能力を必要とする

様々な実生活場面において、失語症者の意思疎

通をサポートすることができる人材を育成しま

す。

失語症者向け意思疎通支援者になったらどうなるの？
失語症は脳卒中などで起こる「ことば」の障がいで、話すこと、聴く

こと、読むこと、書くことが困難になります。これらのことにより、

失語症の方は他者との会話、買い物、交通機関の利用など「ことばを

使用する日常生活のほぼすべての場面」で困難さに直面します。知ら

ない外国に旅行に行った時のような感覚をイメージすると分かりやす

いかもしれません。

。

主催：鳥取県 運営：一般社団法人山陰言語聴覚士協会

問い合わせ先：鳥取県失語症者支援センター
（TEL：0859-21-5478/e-mail：tottorist.situgosien@gmail.com）

（鳥取県米子市末広町２９４）

昭和大学医学部, リハビリテーション医学講座, 准教授

日時：3月1日(日)
10:00〜12:00

場所：米子コンベンションセンター
BiG SHiP 第７会議室

２００５年 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座助手
２００５年 東京医科歯科大学難治疾患研究所准教授（併任）
２００８年 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座講師
２００９年 国立成育医療センターリハビリテーション科医長
２０１０年 国立成育医療研究センター発達評価センター長
２０１３年 国立成育医療研究センター医療安全管理室長
２０１３年 上智大学大学院言語聴覚研究コース非常勤講師（併任）
２０１３年 東京慈恵会医科大学リハビリテーション医学講座准教授（併任）
２０１６年 はしもとクリニック経堂院長
２０１７年 千葉大学予防医学センター客員教授
２０２１年 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院准教授
２０２１年 医療法人社団圭仁会理事長
２０２１年 一般社団法人環境保健推進協会代表理事
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